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雜

報

〓
敍
任
及
辭
令

陸
軍
二
等
軍
醫
　
橋

本

政

一

依
願
豫
備
役
被
仰
付

(
四
月
二
十
七
日
)

四
級
俸
下
賜
　

防
疫
官
　
高

畑

運

太

(
四
月

二
十
六
日
)

海
軍
軍
醫
少
佐
　
江

木

健

三

海
軍
軍
醫
學
校
選
科
學
生
被
免

待
命
被
仰
付
　

海
軍
軍
醫
少
佐
　
江

木

健

三

(
五

月

一

日
)

醫
學
博
士
　
秦

佐

八

郎

臨
時
脚
氣
病
調
査
會
委
員
被
免

(
五

月

四

日
)

敍
正
六
位
　

從
六
位
　
森

滋

太

郎

敍
正
七
位
　

從
七
位
　
鈴

木

昌

平

(
五

月

十

日
)

雜
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〓
卒
業
證
書
授
與
式
　
去
月
よ
り
施
行
中
な
り
し
岡
山
醫
學
専
門

學
校
卒
業
試
驗
は
本
月
八
日
結
了
せ
し
を
以
て
本
月
十
五
日
午
前

十
時
よ
り
同
校
に
於
て
卒
業
證
書
授
與
式
を
學
行
せ
り
其
順
序
は

先
づ
筒
井
校
長
よ
り
左
記
卒
業
生
に
卒
業
證
書
を
授
與
し
次
に
式

辭
を
朗
讀
し
次
に
文
部
大
臣
(代
讀
)、
中
山
岡
山
市
長
、
在
校
生

總
代
中
野
滿
隆
君
の
祝
辭
朗
讀
あ
り
卒
業
生
總
代
怡
土
良
三
君
の

答
辭
あ
り
て
式
を
終
り
別
室
に
於
て
茶
菓
の
饗
應
あ
り
て

一
同
退

散
し
た
る
は
午
前
十

一
時
半
頃
な
り
し

卒
業
生
氏
名

○
林

香

苗
　
徳

島
　

○
怡

土

良

三
　福

岡

○
唐

澤

利

千

雄
　
長

野
　

○
大

城

眞

郷
　福

岡

小

田

義

彦
　廣

島
　

松

谷

辰

造
　
東

京

三

宅

正

一
　岡

山
　

小

川

正

三
　烏

取

門

脇

善

次
　
山

口
　

橋

本

孝

之

助
　
廣

島

藤

政

清

石
　
山

口
　

佐

藤

政

夫
　
岡

山

田

内

尚

民
　
高

知
　

一

宮

一

徳
　
大

分

小

松

原

一

郎
　
島

根
　

吉

川

朋

來
　
岡

山

丹

原

驍

夫
　
岡

山
　

越

智

雅

二

郎
　
愛

媛

原

勝

巳
　
岡

山
　

御

前

慶

造
　和
歌
山

渡

邊

恒

藏
　
烏

取
　

土

井

眞

一
　岡

山

北

林

稔
　
和
歌
山
　

城

義

彰
　
山

口

堀

勘

市
　
山

口
　

佐

藤

一

衛
　
岡

山

山

尾

圓

一
　廣

島
　

非

上

易

憲
　
鳥

取

山

田

一
三

郎
　大

阪
　

雲

英

元

雄
　
愛

知

村

田

帶

雲
　
山

口
　

石

尾

健

次

郎
　
岡

山

山

田

甫

一
　静

岡
　

森

定

惠
　
岡

山

安

江

綱

定
　
烏

取
　

森

木

光

麿
　
高

知

中

井

義

重
　
三

重
　

小

野

獻

吉
　
岡

山

樋

上

士

六
　
廣

島
　

正

田

政

人
　
廣

島

宗

野

正
　
兵

庫
　

前

田

與

三

郎
　
愛

媛

野

津

芳

孝
　
島

根
　

弓

削

鐵

夫
　
宮

崎

戸

田

勇

一
　廣

島
　

逸

見

銀

三

郎
　
埼

玉

松

本

藤

繁
　
愛

媛
　

藤

原

寛

治
　
兵

庫

高

井

春

生
　
山

口
　

大

林

新
　
廣

島

米

澤

隆

之
　
兵

庫
　

毛

利

明

弘
　
岡

山

力

丸

匡
　
兵

庫
　

佐

藤

忠

躬
　
大

分

赤

堀

茂

樹
　
岡

山
　

西

海

一
　山

口

藤

田

富

枝
　
愛

媛
　

河

田

豊

章
　
岡

山
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三

木

克

彦
　
廣

島
　

林

成

道
　
山

口

有

吉

邦

男
　
福

岡
　

松

岡

意

敬
　
岡

山

木

元

六

郎
　
山

口
　

武

田

光

治
　
岡

山

湯

淺

忠

雄
　
徳

島
　

玉

川

忠

太
　
兵

庫

久

留

島

通

政
　
廣

島
　

内

藤

默

仙
　
山

口

下

山

丈

夫
　
岡

山
　

花

室

憲

章
　
熊

本

田

和

輔
　
廣

島
　

佐

藤

鳴

海
　
大

分

新

免

精
　
岡

山
　

安

武

輝

一
　大

阪

辻

哲

二
　愛

媛
　

大

原

孝

度
　
廣

島

山

本

豊

之

進
　
兵

庫
　

小

野

哲

二
　
岡

山

畠

中

敏

郎
　
岡

山
　

富

岡

諒

一
　岡

山

宮

本

巖
　
山

口
　

重

本

立

郎
　
山

口

喜

多

島

健

麿
　
岡

山
　

田

中

政

次
　
山

口

畠

山

拓

三
　廣

島
　

北

村

四

郎
　
三

重

大

田

澄
　
山

口
　

小

田

薫
　
愛

媛

佐

野

有

俊
　
愛

媛
　

沖

隆
　
廣

島

小

堀

文

哉
　
岡

山
　

辻

岡

新

作
　
山

口

藤

田

朝

治
　
兵

庫
　

藤

波

三

元

夫
　
東

京

足

高

萬

太

郎
　
奈

良
　

正

田

明

貫
　
岡

山

秋

本

運

〓
　
岡

山
　

近

藤

寅

夫
　
徳

島

朝

隈

末

次
　
鹿
兒
島
　

池

田

正

夫
　
岡

山

金

子

茂

廣
　
山

口
　

樋

口

敏

雄
　
滋

賀

新

藤

輝

雄
　
山

口
　

植

苗

福

次

郎
　
京

都

小

川

岩

雄
　
廣

島
　

有

馬

實
　
廣

島

石

原

順
　
福

岡
　

藤

田

正

夫
　
愛

媛

半

田

稔
　
兵

庫
　

〓

爐
　
臺

灣

山

田

謙

吉
　
岡

山
　

和

佐

景
　
山

口

桂

義

一
　兵

庫
　

呉

泉
　
臺

灣

林

育

伯
　臺

灣
　

楊

丙

炎
　
臺

灣

畢

業

生

金

烱

達
　
朝

鮮
　

陳

賀

虞
　支

那

賀

孝

銘
　
支

那

因
に
記
す
○
印
は
優
等
生
に
し
て
賞
品
銀
側
時
計

一
箇
を
授
與

せ
ら
れ
し
者
な
り

〓

人

事

彙

報

○
志
摩
次
郎
君
　
岡
山
醫
學
専
門
學
校
教
授
兼
岡
山
縣
病
院
小
兒

科
醫
長
た
り
し
同
君
は
今
囘
滿
鐵
撫
順
炭
坑
醫
院
小
見
科
醫
長
に

雜
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轉
任
せ
ら
れ
本
月
十

一
日
當
地
を
出
發
せ
ら
れ

た
り

○
浮
田
友
樹
君
　

は
今
般
岡
山
醫
學
専
門
學
校
小
兒
科
講
師
を
囑

託
せ
ら
れ
同
時
に
岡
山
縣
病
院
小
兒
科
醫
長
を
も
囑
託
せ
ら
れ
た

り○
藏

田
利
作
君
　

豫
て
米
領

フ
ィ
リ

ッ
ピ

ン
に
滯
在
中
の
同
君
は

マ
ラ
イ
半
島

に
渡
航

し
本
年

二
月
よ
り
左
記
の
大
正
「
ゴ

ム
」
園

に

勤
務
せ
ら
れ
た
り

T
a
is
h
o
 
R
u
b
b
c
r
 E
s
ta
te
.

R
e
n
ga
m
,
 Io
h
o
re
.

○
村
山
富

次
君
　

豫
て
東
京

杏
雲
堂
病
院

に
勤
務
中
の
同
君
は
今

般
約
三
箇
年
の
豫
定

に
て
歐
米
に
留
學
せ
ら

る
〓
こ
と
〓
な
り
本

月
十
八
日
横
濱
解
纜

の
諏
訪
丸

に
て
米
國

に
向

て
出
發
せ
ら
れ
た

り○
北
川
正

一
君
　

は
豫
て
靜
岡
市
勝
又
小
兒
科
醫
院
に
勤
務
し
居

ら
れ
し
か
今
囘
姫
路
赤
十
字
社
支
部
病
院
に
轉
勤
せ
ら
れ
た
り

○
玉
置
順
治
君
　
昨
年
岡
山
醫
學
専
門
學
校
卒
業
以
來
同
校
細
菌

學
教
室
に
勤
務
中
の
同
君
は
今
般
東
京
市
麹
町
區
富
士
見
町
朝
倉

病
院
に
轉
勤
せ
ら
れ
た
り

○
篠
原

一
幸
君
　
昨
年
岡
山
醫
學
専
門
學
校
卒
業
以
來
岡
山
縣
病

院
外
科
に
勤
務
し
居
ら
れ
し
が
今
囘
秋
田
縣
鹿
角
郡
尾
去
澤
鑛
山

病
院
に
轉
勤
せ
ら
れ
た
り

○
小
林
壽
郎
君
　
豫
て
岡
山
縣
病
院
外
科
に
勤
務
中
の
同
君
は
先

般
同
院
を
辭
し
研
學
の
爲
め
上
京
せ
ら
れ
た
り

〇
三
好
悦

一
君
　

は
豫
て
廣
島
市
吉
永
内
科
病
院
に
勤
務
し
居
ら

れ
し
が
今
囘
廣
島
縣
豊
田
郡
吉
名
村
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
櫻
井
郷
三
君
　
先
般
海
軍
を
辭
せ
ら
れ
た
る
同
君
は
今
囘
山
口

縣
厚
狹
郡
小
野
田
町
に
於
て
開
業
せ
ら
れ
た
り

○
中
村
楙
樹
君
　
は
豫
て
當
市
野
田
屋
町
菅
病
院
に
於
て
治
療
に

從
事
し
居
ら
れ
し
が
今
囘
郷
里
和
歌
山
縣
東
牟
婁
郡
下
里
村
に
於

て
開
業
せ
ら
れ
た
り

黒
田
堅
二
君
逝
く
　
君
は
昨
年
岡
山
醫
學
専
門
學
校
を
卒
業

し
姫
路
赤
十
字
社
支
部
病
院
に
勤
務
中
本
年

一
月
下
旬
よ
り

流
行
性
感
冒
に
犯
さ
れ
療
養
中
な
り
し
が
其
效
な
く
去
月
二

十
七
日
遂

に
遠
逝

せ
ら
れ
た
り
と
洵

に
哀
悼

の
情

に
堪

へ
ざ

る
な
り

雜
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〓
山
口
通
信
　
五
月
二
十
三
日
厚
狹
郡
宇
部
村
に
於
て
山
口
縣
醫

學
會
開
催
其
節
同
窗
會
相
催
し
候
會
場
及
時
間
の
都
合
上
茶
話
會

た
り
し
は
甚
だ
遺
憾
に
存
候

へ
共
斯
く
多
數
の
出
席
者
あ
り
し
は

近
來
稀
有
の
事
に
て
慶
賀
の
至
り
に
候

當
日
出
席
者
左
に
記
載
致
置
候

杉

右

一
　

前

田

大

吾
　

福

井

勇

太

井

上

靜

丸
　

河

内

山

政

一
　

西

村

一
太

郎

恩

地

興

策
　

岡

村

儀

人
　

末

野

包

槌

岡

村

善

三

郎
　

柳

義

雄
　

三

輪

俊

弼

吉

武

權

一
　

櫻

井

廉

一
　

櫻

井

郷

三

名

和

田

豊

作
　

三

好

正

一
　

三

吉

基

雄

財

滿

平

也
　

彌

政

竹

雄
　

有

馬

雅

輔

新

見

治

人
　

山

部

斌
　

武

波

晋

一

岡
山
醫
學
會
彙
報
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